




された作品である。正確には、平成 19 年 10 月１日～平
成 20 年３月 29 日の間、月曜～土曜の毎日（平成 19 年
12 月 29・31 日・平成 20 年１月１～３日を除く）、ＮＨ
Ｋ総合において８時 15 分～ 30 分に本放送が放映された
（再放送は原則として同日の 12時 45分～ 13時。この他、
衛星第二放送で７時 30 分～ 45 分及び 19 時 30 分～ 45
分、ハイビジョン放送で７時45分～８時にも放映された）。











The Plot of "Chiritotechin" Appeared in the Names by Which Characters Are Called (1)
NAKAMURA Yoshihide*
The teleplay "Chiritotechin" broadcasted from October Heisei 19 to March Heisei 20, is the work which 
acquired record popularity in the history of the NHK continuation serialized novel for television. It is 
thought that factor of its popularity is a precise plot. The fi ne quality of its scenario and production 
is thought fi nely. Above all, the characters' names symbolize their personalities and human relations. 
I think that the names have played the important role in the plot. I verifi ed new positioning of the 
characters' names in fi ctions which proposed "Chiritotechin" from the HYOGEN-GAKU viewpoint. 
Moreover, I described the relation of the plot and characters' names in "Chiritotechin".












































































































































































































































































の惹句として、「自信なし！ 特技なし！ 将来の夢なし！ 
バラ色の未来を妄想しては、現実とのギャップに凹む毎




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ど ､ 私かってえーかげん ､ えー子ちゃんのエーコか
ら逃れたかったでぇ～、人生で初めて、わがまま言ぅ
たんや。ほやけど結局、変われんかった。やっぱり
あたしは、えー子でおるしかないんやわ」
（呆然と言葉のない喜代美、黙って立ち去る秀臣）
このように、あだ名に込められた自分の性格に苦しむ二
人であるが、この対照には融和が訪れる。
エーコ的な世界、すなわち、表舞台でスポットライトを
浴び人気を集める立場、それに、ビーコ的な世界、すなわ
ち、ひとを支えスポットライトを当ててひき立てる裏方の
立場、いずれもすばらしい不可欠なものであることに、二
人それぞれが気づき、それにもとづいて、自分の生きる途
を見いだすことになる。
さらに、このエーコ的世界とビーコ的世界との対照は、
ストーリー中の他の対照ともまた「シンクロ」する。
例えば、若狭塗箸の継承について、秀臣のように、大量
生産した安い塗箸を多くの人に売ることでその存在をア
ピールする（エーコ的）立場と、正太郎や正典のように、
伝統的な手作りの技を忠実に継承して工芸品としての芸
術性を地道に追求する（ビーコ的）立場との対照である。
あるいは、上方落語の継承について、初期の小草若や後
の喜代美のように、積極的にタレント活動をして落語の存
在をアピールする（エーコ的）立場と、草々のように、師
匠の芸を忠実に受け継ぎ、正統な古典落語を地道に追求す
る（ビーコ的）立場との対照である。これらがシンクロし
ながらストーリー上絡み合うことになる。
このさまを、【図表３】としてまとめた。喜代美が清海
にコンプレックスをもちはじめる「対立期」、喜代美の方
が表舞台で活躍するようになる「逆転期」、そして二つの
世界が融和する「融和期」の三つの時期に分けている。
なお、スピンオフにおいても、四草が自分の生活に不自
由ない生い立ちを本名と同じシノブという人物と比較し
（対立）、もう一人のシノブの方が幸せではないかと羨み
（逆転）、自分にも「ふるさと」となるべき兄弟があること
に気づく（融和）、という本編と同じ過程を辿るストーリー
が構成されている。
こうした、コンプレックスを伴う対照は、何組かの「兄
弟」間の関係においても、やはりシンクロするかたちであ
らわれている。
喜代美が聡明な弟・正平を頼りにしながらもひけめを感
じているのもその一つである。
そして、擬似的な兄弟としてではあるが、草々は、いかに
草若を敬愛しようと、実子である小草若に勝る寵愛を受ける
ことはできない、と思いこんでいるのに対し、小草若は自分
が草若の実子であるのに、単なる弟子である草々の方が落語
の実力もあり、草若にも期待されている、と思いこんでやは
11
りひけめを感じており、それがこの二人の兄弟弟子間の諍い
の原因にもなる一方で、絆の大本にもなっている。
そして、小次郎もまた、円周率を百桁も暗誦できるほど
頭がよく、また父・正太郎の塗箸の正統な後継者でもある
兄・正典に対して劣等感をもっている。それを名前に絡め
て語る場面を（７）に引く。
（７）第20週火曜日（第111話）６′37″～ 11′ 39″
大阪・「北天満中央病院」草若の病室
小次郎「師匠。…わしのー、父親はぁ、正太郎いーま
すねん。ふで兄ちゃんは、正典。んん。ほやけどぉ、
わしの名前は小次郎いーますねん。正平もー、兄ちゃ
んから一字もらいよったしー、和田家の男子のなか
ではー、正しいって字がー、付いてへんのはー、わ
しだけなんですわー。まぁ、どうせ、私はー、正し
くない人間ですよー、へあっ、和田家の厄介もんで
すよーって。（少し涙ぐむ） …兄ちゃんがー、うち出
てった時に、いっぺんだけわしもやろー思たんです
わ、…塗箸を。ほやけど、わし不器用やしー、お父ちゃ
んもー兄ちゃんの時ほどー、そんなにー、きつーは、
教えませんでした。…兄ちゃんがー、まる十年。う
ち空けとったけど、わしはー、三十年間、ずーっと
ずーっとー、親父と一緒やったんですわー。ほやけ
んどー、親父とのー関係はー、兄ちゃんの方が、ずうっ
とずっとー、濃かったんですー。臨終のー時かてぇ」
〔小次郎の回想・略〕
小次郎「やっぱりぃ～、最後はー、兄ちゃんに、言葉
をかけてー。母ちゃんの顔見て、目ー閉じました。（涙
を拭う） …すいませんなぁ、あのー、おもろい話
はなし
しよ思て、話しかけとったんけど」
草若「いーやー。話しかけたかったんや思まっせー。
小次郎はんにもー」
小次郎「はっ、いやー」（首を傾げて笑う）
草若「いや言
い
お思た途端、時間切れーって、言よった
んでっしゃろな死神の奴が。ぁそーゆーとこ容赦お
ませんよって。おまえはこちょこちょ、塗箸みたい
なもん作らんでええ、もっとおもろいことして生
きぃ、おまえらしゅぅ、のびのび自由に生きぃてぃ、
…お父さん、そない言ーたかったんやと思いますわ」
小次郎「ほやろかー」
事項 エーコ的世界 ビーコ的世界
???
学校時代 学園のスターで常にスポットライトを当てられる主役（清海）
脇役・裏方に甘んじ、このままではいけないと焦
る（喜代美）
塗箸の継承（１）大量生産し安価な塗箸を大衆に拡げる（清海の父・秀臣）
伝統的な手作りの技を磨き、工芸品としての塗箸
を極める（喜代美の父・正典）
落語の継承（１）タレントとして人気を博し、落語の裾野を拡げる（清海とテレビの仕事をする小草若）
師匠の落語の継承にこだわり極めようとする（喜
代美と草若邸に住む草々）
好意をもってく 草々。喜代美の思いに気づかず清海と相思相愛に 小草若。喜代美は異性としての興味を示さないが
???
れた相手 なるが別れる 常にいたわってくれる
夢を追うこと 喜代美、夢を叶え落語家になり、念願のステージでスポットライトを浴びる立場になる
清海、報道キャスターの夢のため初めて親に逆ら
い恋も振り切って東京へ去る
弟子としての立
場
草々は実力で勝っても、小草若の草若との血のつ
ながりに勝てないと感じる
小草若、実子であるだけに、売れなくても草若の
愛情を受けるが、自分の落語に迷いをもつ
落語の継承（２）喜代美、テレビタレントとして落語の裾野を拡げ、多額の収入を得る
草々、あくまで正当派古典落語を追求すれば客は
ついてくると信じ精進する
塗箸の継承（２）経済的な基盤確保のため、秀臣との提携を勧める糸子
秀臣は親の仇・商売敵として手を結ぼうとせず独
り精進する正典
帰郷 喜代美、小浜の生んだスターとして故郷に錦を飾る 清海、夢に挫折し結局親の言うとおりにしか生きられず焦る
???
新たな途の模索 清海、塗箸の仕事にやりがいを見いだす 喜代美、おかみさんとして弟子を育成
塗箸の継承（３）正典、秀臣と手を組み、清海に伝統塗箸を教える 秀臣、伝統塗箸への思いを語り、正典・小梅と和解
落語の継承（３）清海、小草若を後押しすることで喜代美を救う 喜代美、塗箸イベントへの出演で清海を救う
最終的な生き方 清海、社長となり、常打ち小屋を支援しつつ草若（四代目・小草若改め）と交際
喜代美、草々の子を生み、ひとにライトを当てる
仕事の素敵さに気づき、「おかあちゃん」になる
（スピンオフ） 四草、才覚にも経済的にも恵まれるが、根っこのなさに不安、しかし兄弟子らの愛に気づく
もう一人のシノブは貧乏で母も早く死んだが、あ
る意味で幸福だと四草は思う
【図表２】各週のあらすじ（本編後半及びスピンオフ）
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（１）
12 福井工業高等専門学校　研究紀要　人文・社会科学　第 42号　2008
草若「私が保証します。…おそらくー、小次郎さんの
小は、小梅さんの小。郎はぁ正太郎さんの郎。お父
さんとお母さんから、一
ひと
文字ずつ、取りはったんや
と思いますわ。うちもー、仁志の名前付ける時そな
いしましたさかい、よーぅ分かります。可愛てしょー
がなかったんですぁ」
小次郎「（ほっとした顔で）それやったらぁ、梅次郎
かなんかにしてくれへんかったらよぅ分からんわ」
草若「（一緒に笑って）そら確かに」
確かに〈梅次郎〉という名前が付けられていれば、視聴
者もすぐに（劇中の）命名由来が分かったはずだが、小次
郎とすることで、この場面までその両親の思いを覆い隠し
ていたわけであり、巧みな命名である。
しかも、これに絡んで息子である小草若に対する草若の
思いもさりげなく語られている。草若は、（８）のように、
別の場面で小草若に対する親と師匠と両方の立場が複雑
にないまぜになった愛情と懸念を、明確に語っている。
（８）第18週金曜日（第102話）９′20″～ 10′ 32″
小浜・和田家居間
草若「小草若には、小草若に合
お
ーた落語の形がある思
いますねん」
糸子「はぃ」
草若「そやけど、この先も、私の息子やゆーことが、あ
いつの重荷になるような気がしてなれへんのですぁ」
糸子「…ほんでも。…嬉しかったですやな。…小草若
ちゃんが師匠とおんなじ落語家になるー言
ゆ
ぅた時。
…ほーですやろ？」
（草若、もの思う表情）
〔草若の回想。大阪・草若邸・昭和 55 年春、小草若が
入門を願い出た直後〕
草若「（内弟子部屋に向かって平然とした調子で）おー
い、そろそろ稽古しよかー」
（草若、うって変わって満面の笑みで小走りに稽古場
へ駆け込む）
草若「ふ、ししゅしゅ（笑い声）」
志保「（草若のようすに驚いた顔で）師匠…」
草若「（相変わらず嬉しそうに志保の手をとると）仁
志が落語家になる言
い
よった」
志保「（驚いた顔）えー？」
草若「俺とおんなじ落語家になる言よったっ！」
志保「（やはり笑顔になって）あーっ、しっしょーう！
よかったー」
（抱き合って背中を叩き合う二人）
〔回想終わり〕
草若「（笑顔になって）そらもー…」
糸子「（一緒に微笑み）ほしたらぁ。それでえーです
やな」
（得心したように頷く草若）
しかし、その草若の思いを小草若は知らない。そして、
草若の息子であり後継者として期待されることによる重圧
が、この後（草若の死後）のストーリーのなかでも、長く
彼を苦しめる。その苦しみには、兄弟弟子である草々に対
する劣等感が深く関わることとなり、その点で小次郎と小
草若の苦悩は、その命名のあり方とともにシンクロする。
なお、この他に、ドラマのメインストーリーと劇中に
折り込まれている落語（そのストーリー解説劇中劇も含め
て）とのシンクロが、人物名称と符合していることも『ち
りとてちん』の特徴としてある。例えば、先に挙げた糸子
の他、小浜観光協会の竹
たけ
谷
や
（落語「ちりとてちん」の竹
たけ
）、
順子の父である幸
こう
助
すけ
（落語「胴乱の幸助」の幸
こう
助
すけ
）などで
ある。しかし、これは公式資料などに詳述されていること
でもあり、本稿での言及・検討は省略する。
本稿まとめと展望
以上のように、人物名称と作品構想の関連について考察
し、「同じ名前」というモチーフと作品世界の重なりにつ
いて明らかにした。
紙幅の都合もあり、人物呼称についての検討は、次稿に
ゆずることとしたい。呼称に関する考察を重ね合わせるこ
とで、さらに作品構想解明の網の目を細かくできるはずで
ある。
